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第57回作業療法士国家試験問題について（意見）

謹啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

日頃より当協会の活動にご支援ご協力を賜り深く感謝申し上げます。

さて、2月20日に実施されました第57回作業療法士国家試験問題につきまして全国

の作業療法士学校養成施設に問題の妥当性についてアンケート調査を実施しました

ところ、210校(220課程)中113校54％から「適切でないと思われる」とする回答があ

りましたので、それらの回答について次の３つの方針に基づいて検討を行いました。

（１）全国の作業療法士学校養成施設から寄せられた「国家試験として適切でない

と思われる問題」のみを検討の対象とすること。

（２）当協会担当部署においてさらに検討を重ね、「国家試験として適切でないと

思われる問題」に限定して意見を具申すること。

（３）国家試験問題の範囲や難易度についての意見を具申するものではないこと。

その結果、設問内容の適切さ及び出題形式（図や設問の説明）について下記の意

見を述べさせていただきます。また、特に検討していただきたい９問題（午前5問題、

午後4問題）につきましては、別紙に内容を記載し、併せて具体的な理由を付記いた

しました。

ご検討の程よろしくお願い申し上げます。

謹 白

記

Ⅰ 複数の解が選択できると思われる 7 問題（午前 28、51、71、85、100、午後 5、

25）について、複数の選択肢を正解とすることが望ましいと考える。また、提

示された選択肢からは解を選択する判断ができないと思われる 2 問題（午後 2、

68）について、採点から除外することが望ましいと考える（別添資料 1-1～1-9

参照）。

Ⅱ その他の意見

用語や設問の表現が不適切であり選択肢の理解に戸惑う 6 問題（午前 24・31・

88、午後 6・21・38）、消去法や優先順位等から解は選べるものの該当すると言

い切れない 2 問題（午後 26・99）消去法や優先順位等から解は選べるものの他

の選択肢も該当する可能性がある 8 問題（午前 3・8・33・45・57、午後 9・35・

39）があると考える。
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第 57 回作業療法士国家試験問題 採点除外等の取り扱いをすることが望ましいと思われる問題

（令和 4 年 2 月 20 日実施）

午前 問題 問題番号（ 28 ）

28 上肢の形態計測と方法の組み合わせで正しいのはどれか。

1. 上腕周径――――上腕の最大周囲の長さ

2. 上肢長―――――肩峰から中指先端までの長さ

3. 前腕長−−−−−−−−−−肘関節中央部から手関節中央部までの長さ

4. 手 長―――――三角骨と大菱形骨を結ぶ線の中点から中指先端までの長さ

5. 手 厚―――――第１中手指節間関節部での手背面から手掌面までの直線距離

解：1、2（複数の解が選択できる）

理由

  文献１より

  １．上腕周径は上腕の最大囲(上腕二頭筋の最大膨隆部)の周囲の長さとあるため選択肢「１」は正し

い。

  ２．上肢長は肩峰点から中指の指先点までの長さ、または肩峰点から橈骨茎状突起(茎突点)までの長

さを測るとあるため選択肢「２」は正しい。

  ３．前腕長は橈骨点から茎突点までの長さ、上腕骨外側上穎から橈骨茎突点までの長さのため選択肢

「３」は誤っている。

  ４．手長は橈骨と尺骨の茎状突起を結ぶ線の中点と中指の指先点の長さのため選択肢「４」は誤って

いる。

  ５．手厚は第3中手指節関節部での手背と手掌の直線距離、手の厚さのため選択肢「５」は誤ってい

る。

したがって、選択肢「１」、「２」の複数の解が選択できる。

参考とする文献

１．作業療法評価学第3版.医学書院.pp68-70.2020
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第 57 回作業療法士国家試験問題 採点除外等の取り扱いをすることが望ましいと思われる問題

（令和 4 年 2 月 20 日実施）

午前 問題 問題番号（  51  ）

51 関節円板を有する関節はどれか。２つ選べ。

1．遠位橈尺関節

2．肩関節

3．胸鎖関節

4．橈骨手根関節

5．腕尺関節

解： 1、3、4（複数の解が選択できる）

理由

文献1、2、3より

1．「遠位橈尺関節の関節腔の下壁は関節円板であり、これによって、橈骨手根関節の関節腔とは

隔てられる」ことから、選択肢「１」は関節円板を有する。

2．選択肢「２」の肩関節には関節円板はない。

3．「胸鎖関節は、関節円板によって完全に二分される」ことから、選択肢「３」は関節円板を有す

る。

4．「橈骨手根関節は、橈骨遠位端下面と関節円板を関節窩とし、舟状骨・月状骨・三角骨を関節頭

とする」ことから、選択肢「４」は関節円板を有する。

5．選択肢「５」の腕尺関節には関節円板はない。

したがって、「1」、「3」、「4」の複数の解を選択することができる。

参考とする文献

1. 野村嶬編集：標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 解剖学. 第5版,医学書院．p123，pp130-13

3,2020.

2. 坂井建雄監修：PT・OTビジュアルテキスト専門基礎 解剖学. 第1版, 羊土社, p.55，pp60―61,2018.

3. 中村隆一著：基礎運動学.第6補訂，医歯薬出版，p.71，p.229，2020.
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第 57 回作業療法士国家試験問題 採点除外等の取り扱いをすることが望ましいと思われる問題

（令和 4 年 2 月 20 日実施）

午前 問題 問題番号（ 71 ）

71 手関節橈屈に作用する筋はどれか。

1．長掌筋

2．短母指屈筋

3．長母指屈筋

4．短母指外転筋

5．長母指外転筋

解： 3、5（複数の解が選択できる）

理由

文献1.2.3より

橈屈に作用する筋には、短橈側手根伸筋、長母指伸筋、短橈側手根屈筋、長母指外転筋、長母指屈筋が

ある。

したがって、選択肢「3」と「5」の複数の解が選択できる。

参考とする文献

1. Donald A.Neumann ：筋骨格系のキネシオロジー第3版,医歯薬出版.p.266,2018.

2. 市橋則明 編集：身体運動学,メジカルビュー社.p.144,2017.

3. 山崎敦：PT・OTビジュアルテキスト専門基礎運動学第1版,羊土社.p.190,2019.
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第 57 回作業療法士国家試験問題 採点除外等の取り扱いをすることが望ましいと思われる問題

（令和 4 年 2 月 20 日実施）

午前 問題 問題番号（ 85 ）

85 言語発達で正しいのはどれか。

1．喃語は6か月ころからみられる。

2．有意味語の発語は8か月ころからみられる。

3．言語的意味理解は10か月ころからみられる。

4． 2語文の発話は1歳ころにみられる。

5． 言語獲得の臨界期は3歳ころである。

解：1、3（複数の解が選択できる）

理由

文献1において、6か月より喃語がみられることが記載されており、選択肢「１」は正しい。

また、文献1・2において「10か月時には言語理解も進み「バイバイ」や「さようなら」の言葉に

反応できるようになる」と記述されており、選択肢「３」も正しい。

したがって、選択肢「１」、「３」の複数の解が選択できる。

参考とする文献

1.上杉雅之 監修：イラストでわかる人間発達学．医歯薬出版．p159,206,2015.

2.遠城寺宗徳著：遠城寺式乳幼児分析的発達検査法．慶應義塾大学出版．P48,2017.
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第 57 回作業療法士国家試験問題 採点除外等の取り扱いをすることが望ましいと思われる問題

（令和 4 年 2 月 20 日実施）

午前 問題 問題番号（100）

100 ベンゾジアゼピン系睡眠薬の副作用はどれか。

1．下 痢

2．運動失調

3．アカシジア

4．逆行性健忘

5．Parkinson症候群

解：1、2（複数の解が選択できる）

理由

ベンゾジアゼピン系睡眠薬の添付文書及び下記の文献には、副作用として「下痢」、「協調運動失調」

、「運動失調」の記載がある。

したがって、選択肢「1」、「2」の複数の解が選択できる。

参考とする文献

1. 髙久史麿,矢崎義雄 監修：治療薬マニュアル 2021，医学書院．p.164, 167, 169, 172, 174，2021.
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第 57 回作業療法士国家試験問題 採点除外等の取り扱いをすることが望ましいと思われる問題

（令和 4 年 2 月 20 日実施）

午後 問題 問題番号（5）

5 胸部単純エックス線写真（別冊No.2）を別に示す。

所見として正しいのはどれか。

1． 心拡大

2． 胸水貯留

3． 肺の過膨張

4． すりガラス陰影

5． 肋間腔狭小化

解：3、4（複数の解が選択できる）

  

理由

選択肢「1」、「2」、「5」は別冊提示のエックス線写真より所見として認められないため誤っている

。

文献1、2より肺の過膨張の所見として「横隔膜の低位と平坦化、滴状心、肋間腔の拡大、胸骨後腔や心

臓後腔の拡大が認められる」と記載がある。このエックス線写真では、横隔膜の低位平坦化と下葉の透

過性亢進を認め、肺の含気量増加が疑われることから選択肢「3」は正しい。また、右肺の上葉で肺血

管陰影が透見できるような淡く白い陰影を認めるため選択肢「4」は正しい。

したがって、選択肢「3」と「4」の複数の解が選択できる。

参考とする文献

1. 医療情報科学研究所：病気がみえるvol.4 呼吸器 第３版，株式会社メディックメディア．p68,2019.

2. 奈良勲,鎌倉矩子：標準理学療法学・作業療法学 第３版 内科学，医学書院．p123,2017.
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